
船舶事故調査報告書 

 

                               平成２２年８月１９日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 操縦者死亡 

発生日時 不明（平成２１年６月７日１７時００分ごろ操縦者が落水した。） 

発生場所 不明（茨城県霞ヶ浦内柏崎三角点から真方位０３２°１,５００ｍ付近

（概位 北緯３６°０７.０′ 東経１４０°２３．１′）で操縦者が

落水した。） 

平成２１年６月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか２人の地方事故調査官を指名した。 

事故調査の経過 

 

原因関係者から意見聴取を行った。  

 事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

水上オートバイ 生田目
な ま た め

、５トン未満 

２３５－４１１０４茨城、個人所有 

３.１７ｍ×１.０８ｍ×０.４９ｍ、ＦＲＰ 

電気点火機関、１０６kＷ、平成１２年３月３１日 

乗組員等に関する情報 船長 男性 ３３歳 

特殊小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２０年９月２６日 

免許証交付日 平成２０年９月２６日 

（平成２５年９月２５日まで有効） 

操縦者 男性 ２５歳 

 操縦免許なし 

死傷者等 死亡 １人（本件操縦者） 

損傷 なし 

事故の経過 本船は、船長が操縦し、後ろに操縦者を乗せ、いずれも救命胴衣を

着用せず、霞ヶ浦大橋付近まで航走し、操縦を船長から操縦者に交替

した。船長は、落水時などの緊急時に機関を停止させる装置につなが

ったコードを操縦者に着けさせ、自身は操縦者の後ろで操縦者の腰の

辺りを持って座った。 

本船は、操縦者が操縦して航走を開始したのち、操縦者がハンドル

を左に切ったとき、船長と操縦者が相次いで右側に振り飛ばされて、

平成２１年６月７日１７時００分ごろ落水した。 

船長は、もがいている操縦者を抱えて落ち着かせたが、その間に、

本船が風に流されて約３０ｍ離れてしまったので、操縦者に、落ち着

いて浮きながら待っているように伝えてその場に残し、救援を依頼す

るため岸に向かって泳ぎ始めたが、そのすぐあとに操縦者が見えなく

なった。 

船長は、１９時３０分ごろ、柏崎に泳ぎつき、１９時４０分ごろ、
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民家で電話を借りて仲間に連絡したのち、救急車で病院に搬送され

た。 

操縦者は、二日後の９日に発見されたが、搬送先の病院で死亡が確

認された。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ４、視界 良好         

海象：波高 約０.３ｍ、水温 約２３℃ 

その他の事項 船長と操縦者は、事故当日に友人を介して初めて知り合った。 

船長は、航走時、携帯電話を所持していなかった。 

湖岸に残っていた友人達は、本船が航走に出て１時間以上経っても

帰って来ないことから、１８時３０分ごろ、警察に通報した。 

司法解剖の結果、操縦者の死因は、溺死の可能性があると検案され

た。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

不明 

不明 

操縦者の死因は、溺死の可能性があると検案

された。 

操縦者は、救命胴衣を着用せずに落水したも

のと考えられる。 

原因 本事故は、霞ヶ浦において、本船が航走中、操縦者が救命胴衣を着

用せずに落水したため、発生した可能性があると考えられる。 

 




